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休日・土曜日・平日夜間などの診察・調剤案内ほか� ※事前連絡が必要です

内科・
小児科

鷹番休日 
診療所

（土）17：00～21：30
（休）9：00～11：30、13：00～21：30
鷹番2－6－10　目黒区医師会館別館内

☎3716
－5311

中目黒休日
診療所

（休）9：00～11：30、13：00～16：30
上目黒2－19－15　総合庁舎別館内

☎5721
－6110

小児科
平日夜間
小児初期
救急診療

祝・休日を除く（月）～（金）
19：15～22：15
大橋2－22－36
東邦大学医療センター大橋病院内

☎3468
－1251

調剤
※支払いは現金のみ

鷹番休日 
薬局

（土）17：00～22：00
（休）9：00～22：00
鷹番1－7－11　クレール鷹番101

☎3792
－6260

中目黒休日
薬局

（休）9：00～17：00
上目黒2－19－15　総合庁舎別館内

☎3792
－6190

歯科
9：00～11：30、 

13：00～16：30

3月2日（日） 呂歯科診療所
中根1−7−3−3階

☎3724
−1769

3月9日（日） 自由が丘石崎歯科医院
自由が丘1−16−10

☎3718
−7520

医療を探す 医療情報ネット（ナビイ）
（24時間受け付け）☎0570－000692

医療の相談 区内診療所の相談・苦情ほか
医療相談窓口専用電話　☎5722－6852

目黒ユネスコイタリア語自主講座
時毎週（木）13：30～15：00
場緑が丘文化会館
対イタリア語初中級のかた
￥入会金なし、会費1回1,700円程度
問☎5725－6150

餃子会（初級中国語）
時毎週（金）10：00～12：00
場自由が丘住区センター
￥入会金なし、会費月額2,000円
問☎090－5339－6116

アポロ混声合唱
時毎月2回（水）14：00～15：40
場めぐろパーシモンホール
￥入会金3,000円、会費月額4,000円
問☎070－5588－8378

ゆるトレandストレッチ（運動・体操）
時毎週（水）9：10～11：20
場中央町社会教育館
￥入会金1,200円、� �
会費3カ月7,800円
問☎090－8884－5781

音読＋English（名作本の英語音読）
時毎月1回（火）9：50～11：30
場自由が丘住区センターほか
￥入会金1,000円、会費1回2,000円
問☎3718－3512

目黒陳式太極拳道友会
時毎週（木）9：30〜11：30
場鷹番住区センターほか
￥入会金なし、会費月額5,000円
問☎090－1808－2613

　掲載を希望する団体は、区Ｗ（コ
ード❷）、または申請書をFAX・郵
送・持参で総合庁舎本館４階広報
課（ ☎5722－9486、 Ｆ5722−
8674）へ。詳細は
区Ｗ（コード❷）をご
覧いただくか、お問
い合わせください。 ❷

　主に区内公共施設で活動している趣味のサークルで、営利性・政治性・宗教性の
ないものを紹介しています。入会・申し込みなどは当事者間で。区は関与しません。
　4月から各施設の利用時間割が変わるため、活動時間などが変更となる場合があ
ります。詳細は各サークルへお問い合わせください。

サークル紹介

高齢者施設で朗読をする
　高齢者とのコミュニケーションを大切
にしながら朗読をお届けしています。朗
読に興味があるかたは、未経験でもぜひ
ご参加ください。
時毎月第1・3（火）13：30～17：00
場緑が丘文化会館（緑が丘2－14－23）

ボランティア
募集

問めぐろボランティア・区民活動センター
　（☎3714－2534、Ｆ3714－2530）

　他にも募集しているボランティアがあります。詳細は、めぐろ
ボランティア情報検索サイト（コード❸）をご覧ください。

❸

ミニデイサービスで高齢者と体操や脳
トレなどで交流する
　興味があるかたは、未経験でもぜひ
ご参加ください。
時定例会＝毎週（水）10：00～12：00
場碑住区センター（碑文谷2－1６－６）

TOGO MURANO's
ARCHITECTURE

vol.9 らせん階段 　日本を代表する建築家・村野藤吾氏の作品の一つとして知られ
ている総合庁舎の魅力を紹介していくシリーズ。
　これまで紹介した記事は、区Ｗ（コード❶）でご覧になれます。

独自の作風で300を超える個性豊か
な建築を設計し、1984年、93歳で
亡くなるまで数々の賞を受賞した、
日本を代表する近代建築の第一人者

建築家　村野藤吾氏

村野藤吾の建築
目黒区総合庁舎

問総務課庁舎管理係（☎5722－6107、F5722－9３15)

　らせん階段は、「階段の魔術師」と言われた村野の代表作の一つです。保険会
社の建物だった頃、駒沢通りから入った来客者は、アルミ格子の外観、車寄せの
庇（ひさし）、南口のエントランス
ホール、らせん階段とさまざまな
村野の空間構成を満喫してから、
4階の役員応接室に招かれました。
　らせん階段は鋼鉄製で、最初の
１段目があたかも浮いているよう
に始まっています。階段裏側の滑
らかな仕上げなど、細部に至るま
で村野の階段に対する深い思い入
れを感じることができます。

　構造的には、中央のアクリル製照
明器具が仕込まれた柱でつられてい
る「つり階段」です。つり材を照明
器具と一体化することで、階段の造
形を損なうことなく、さらに吹き抜
け空間のシンボル的な役割を担って
います。
　また改修工事では、安全確保のた
めに新たな手すりやポリカーボネー
ト板を取り付けましたが、村野のデ
ザインに配慮し、その曲線をトレー
スした形にしています。

滑らかな曲線を描く、らせん階段
❶


